










要約:全国 NICU における極小未熟児の栄養管理の実際について、103 施設からの回答を集

計した結果、1)生後最初の 1週間から経静脈栄養を開始する施設はごく少数に限られ、殆

どは、グルコース・電解質液の腸管外栄養と人乳(OMM または PHM)による腸管内栄養の組合

せで、1～2ヵ月をすぎての人乳単独栄養は少なかった。2)腸管内栄養における初回授乳の

液、細管栄養の手技、方法、およびルーチンの添加薬剤または MBD に対する治療法には施

設間の差異が明らかであった。3)栄養素の添加は合理化され、個別化されるべきこと。4)MBD

治療のためには、今後なお検討されるべき課題について論じた。 


